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○ 電子入札共同利用システム運営費 ７１，６１２
運営経費の節減等を図るため、県及び市町が共同・連携して電子入札システムを運営する。
1 松山市など15市町（うち八幡浜市は参加予定）
2 県1/2　市町1/2

◎ えひめ国体関連道路等環境整備事業費 ２７９，４５１

1 競技会場と交通拠点を結ぶ主要な県管理道路 国道317号など　65路線
主要な県管理道路上にある県管理河川 国領川など   　 105河川
玉川ダム（ボート競技会場）

2 除草、街路樹剪定、路面清掃、堰堤防護柵修繕、雑木・倒木撤去など

ダム管理施設改良費 １３１，７２２
適正なダム管理を図るため設備の修繕・点検、調査等を行う。

鹿森ダム （堆砂除去など） 須賀川ダム （ゲート点検など）
玉川ダム （ダム定期検査など） 山財ダム （観測・計測装置修繕など）
黒瀬ダム （ゲート点検など） 台ダム （ゲート点検）

○ 玉川ダム発電施設管理運営費 ２３，７０６

公営企業管理局、今治市

○ 松山港外港地区港湾施設管理運営費 ２１６，５０９
1 松山港外港地区　第1ふ頭、第2ふ頭、新ふ頭
2 ･港湾管理業務

･占使用許可業務
･維持補修業務など

総合運動公園改修費 ４９，０８５
県を代表するスポーツ・レクリエーションの場として、施設機能の維持・向上のための改修等を行う。

（財源：命名権収入を充当）

とべ動物園改修費 ３６，０７６
とべ動物園の施設機能の維持や老朽化機器類の更新、動物管理のための改修等を行う。
1 獣舎・パドック施設等改修 アフリカゾウ舎、爬虫類館など
2 管理・便益施設等改修 汚水処理場、変電所など

南予レクリエーション都市公園改修費 ５６，０２６
南予レクリエーション都市公園施設のうち、老朽化が著しく緊急性の高い施設の改修等を行う。

対 象 施 設

整 備 内 容

負 担 区 分

玉川ダムに設置したダム施設管理用発電設備の保守点検や修繕を行うとともに、余剰電力を売却した利益を
ダム共同所有者に配分する。
共同所有者

えひめ国体・障害者スポーツ大会に参加する選手等を歓迎するため、会場周辺の道路等の
環境整備を実施する。

改 修 内 容

改 修 内 容

汚水処理場中空糸膜更新、陸上競技場用具・器具購入、陸上競技場バックスタンド壁面
補修など

南楽園東菖蒲エリアの園路舗装、3号公園展望タワーの窓取付枠修繕
5号公園造波プールの修繕など

土 木 部

参 加 市 町

対 象 ダ ム

管 理 施 設
業 務 内 容



道後公園改修費 ８，３５４
道後公園内の老朽化した施設について、機能維持・向上を図るための改修等を行う。

公園園路芝生保護マットの更新など

木の香る公園施設整備費 ５，０００

1 総合運動公園
2 木製東屋の設置
（森林環境保全基金を充当）

道路橋りょう新設改良費　（公共） １２，１６９，４１５
〔債務負担行為限度額　１６０，０００〕

道路改築事業費（国6/10・6.5/10　県4/10・3.5/10）
橋りょう補修事業費（国5/10・6/10・6.5/10　県5/10・4/10・3.5/10）
災害防除事業費（国5/10・6/10　県5/10・4/10）
交通安全施設等整備事業費（国6/10　県4/10）
舗装補修事業費（国5/10・6/10　県5/10・4/10）

地域高規格道路大洲・八幡浜自動車道整備事業費 ２，５２６，３１４
1 八幡浜道路(八幡浜市郷～大平)L＝3.8km：松柏トンネル、道路改良工、橋梁下部工

夜昼道路(大洲市平野～八幡浜市郷)L=4.2km：道路改良工、橋梁下部工など
大洲西道路（仮称）（大洲市北只～平野）Ｌ=3.3㎞：道路詳細設計、地質調査

2 国5.5/10　県4.5/10

○ 上島架橋整備事業費 ２，５５０，０００

1 岩城橋（上島町岩城～生名）L=2.0km
2 橋梁本体工、取付道路工、調査測量
3 国2/3　県1/3

◎ 自転車走行環境整備事業費 ７２，０００

1 愛媛マルゴト自転車道のブラッシュアップ
コース付近の絶景スポット・モニュメントの路面標示等整備

2 自転車走行環境の整備
自転車専用通行帯のカラー舗装、路面標示ピクトの設置

3 国6/10　県4/10

河川総合開発費　（公共） ２９９，０８６
堰堤改良費（治水42.69～89.10％（国1/3・4/10・1/2　県2/3・6/10・1/2）、利水2.04～55.27％）　

河川改良費　（公共） ８１７，９５５
河川改修費 （国1/2　県1/2）

負 担 区 分

事 業 内 容

負 担 区 分

事 業 概 要

しまなみ海道サイクリングコースで得た高い評価を県下に拡大するため、愛媛マルゴト自転車道のブラッシュ
アップを図るとともに、市町の自転車ネットワーク計画に基づき、自転車走行環境を整備する。

周囲の景観に配慮し、利用者にやすらぎを与え、間伐材等の利用促進を図るため、県管理都市公園内に
木製の施設を設置する。

対 象 公 園

事 業 箇 所

事 業 箇 所
合併した上島町の一体化を支援し、産業経済の活性化や定住促進を図る。

改 修 内 容

負 担 区 分



河川堤防緊急改築事業費 ６７８，９４８

　

１ （一）肱川（大洲市）など10河川
2 国1/2　県1/2

河川等情報システム改修事業費 ７３，６８４

　
（国1/2　県1/2）

○ 浸水想定区域図等整備事業費 ４０，０００

　
１ （一）小田川（内子町）
2 国1/2　県1/2
（災害に強い愛媛づくり基金を充当）

海岸保全費　（公共） ８５９，１６２
海岸保全施設整備事業費（国1/2・5.5/10　県1/3・1/2・4.5/10　他1/6）

○ 漂着流木等処理対策事業費 ２９，５１２
海岸の良好な景観及び環境の保全、海岸保全施設の機能維持による災害の防止等を図るため、
漂着流木等の除去を実施する。
1 海岸保全区域内等に漂着した流木、ゴミ等の除去
2 国1/2～8/10　県1/2～2/10・10/10

砂防費　（公共） ３，４７８，７１２
通常砂防事業費（国1/2　県1/2）
地すべり対策事業費（国1/2　県1/2）
急傾斜地崩壊対策事業費（国4/10・45/100　県58.2/100・53.2/100　他1.8/100）
土砂災害情報相互通報システム改修事業費（国1/2　県1/2）（災害に強い愛媛づくり基金を充当）

土砂災害防止法関連基礎調査事業費 ７９５，７８９
土砂災害防止法に基づいた土砂災害警戒区域等の指定を推進するため、基礎調査を実施する。
（国1/3　県2/3）
（災害に強い愛媛づくり基金を充当）

港湾建設費　（公共） ５１４，９７６
港湾整備事業費（国1/3～1/2　県1/3～4/9　他1/6～2/9）

洪水時の住民の避難判断に資する情報提供として、洪水浸水想定区域図の作成を行うとともに、市町が行う
避難勧告等発令の判断基準の目安となる氾濫危険水位等の設定等を行う。

河川等情報システムの機器を更新するなど、迅速かつ多様な河川防災情報の収集、提供を行うことができるよ
うにシステムの改修を行う。

負 担 区 分

平成27年9月に発生した鬼怒川流域等における河川堤防の決壊や越水による大規模水害を踏まえ、公共事
業で採択されている河川堤防の未改修箇所のうち、断面拡幅等による従来からの対策に加え、堤防天端の保
護等による粘り強い構造の堤防を整備する。

事 業 箇 所

事 業 箇 所
負 担 区 分

事 業 内 容
負 担 区 分



ＪＲ松山駅付近連続立体交差事業費 ４，１４９，０６８
1 ＪＲ松山駅付近連続立体交差事業費

21年度～32年度
高架本体工事、行き違い線・車両基地・貨物駅等工事、
高架側道工事、基地アクセス道路工事、高架区間用地補償など
連続立体交差 国6/10　県11/40　松山市1/8
基地アクセス道路等 国6/10　県3.2/10・4/10　松山市0.8/10
県単 県10/10

2 車両基地・貨物駅等周辺整備対策事業費（県費1/2補助）
伊予市、松前町
22年度～
市町道用地補償及び拡幅工事など

街路事業費　（公共） １，０７６，４４１
都市計画街路事業費（国6/10　県3.2/10　他0.8/10）

道後公園史跡環境整備事業費 ２３，５７８

1 園内の景観・眺望を損ねている樹木の伐採
2 国1/2　県1/2

○ 総合運動公園施設整備費 ５７，８９４

1 陸上競技場東階段付近の整備、主園路歩道舗装等の改修など
2 国1/2　県1/2

南予レクリエーション都市公園施設整備費 ７５，７８９

1 南楽園里の家屋根更新、南楽園太鼓橋更新など
2 国1/2　県1/2

環境土木緊急処理事業費　(県単) ２７３，３００
地域住民からの要望等に基づく補修等生活環境の緊急整備
(対前年当初比　100.0％)

○ 舗装道改良事業費　(県単) １０８，５３０
舗装路面の破損が著しい箇所の補修
(対前年当初比　122.6％)

生活道路改良整備事業費　（県単） １，８３３，９９２
現道の拡幅や線形改良又はバイパス等の建設
（対前年当初比　100.0％）

事 業 内 容

事 業 内 容

事 業 内 容

負 担 区 分

負 担 区 分

事 業 期 間

県を代表するスポーツ・レクリエーションの場として、安全で快適な利用環境の確保を図るため、施設の改築・
更新等を行う。

事 業 内 容

事 業 主 体
実 施 期 間

事 業 内 容

長寿命化計画に基づき、緊急度・優先度の高い南予レクリエーション都市公園施設の改築・更新等を行い、
来園者の安全と快適な利用環境の確保を図る。

負 担 区 分

負 担 区 分

国指定の史跡の有効活用と来園者の利便性向上に配慮した公園内環境の整備を行い、国史跡湯築城跡とし
ての知名度アップと国際的な観光資源としての価値を向上させ、観光客の誘致促進を図る。



交通安全一種事業費　(県単) １７，５５５
交通事故が多発している道路等における歩道・交差点改良等の整備
（対前年当初比　100.0％）

交通安全二種事業費　(県単) ２８８，３７０
ガードレール・道路照明灯等の道路付属物の設置や植樹帯の剪定等

　 (対前年当初比　111.6％)

落石防止対策事業費　(県単) １８２，０１４
落石の恐れがある箇所等で災害や交通事故の発生を未然に防ぐための整備
（対前年当初比　78.4％）

河川局部改良費　（県単） １８９，８２４
一連区間の河川改良及び局部的な改良
（対前年当初比　100.0％）

河床掘削事業費　（県単） ２２６，２０１
河床掘削、雑木等の除去
（対前年当初比　100.0％）

　 海岸局部改良費　（県単） ５１，０００
小規模な海岸保全施設の整備
（対前年当初比　100.0％）

　 砂防施設事業費　（県単） １６５，０５５
渓流保全工など砂防施設の整備及び地すべり対策
（対前年当初比　100.0％）

　 港湾局部改良費　（県単） ２２５，０００
小規模な港湾施設の新設、改良並びに機能維持
（対前年当初比　100.0％）

土木施設安全対策緊急事業費 ５００，０００

道路、河川、海岸、砂防、港湾、公園など

県民の日常生活や安全・安心を支える道路、河川などの社会インフラ施設の機能維持を図るための安全対策
を講じる。
対 象 施 設



○ 今治小松自動車道用地補償受託費 １５，１９０
今治市から委託された国道196号今治道路の側道の一部に係る用地取得事務に係る経費
1 今治市
2 （国）196号今治道路　側道の一部（今治市高橋～今治市小泉)

道路施設点検受託事業費 １３５，９７５
県・市町連携の一環として、市町が管理する道路施設の老朽化対策を支援するため、点検業務を実施する。
1 橋りょう点検
2 東温市など6市町

今治小松自動車道周辺整備対策費 ２３，３００
今治小松自動車道の建設により影響を受ける地域において、今治市が実施する周辺整備に対して助成する。
1 今治朝倉～今治湯ノ浦間
2 市道　県5/10　　農道　県5/10　　排水路　県3/10

愛媛マルゴト自転車道改良事業費 ４００，０００

しまなみ海道サイクリングロードなど３コース６路線

地震防災関連道路緊急整備事業費 １，０８４，０００

1 鳥井喜木津線（伊方町）など55路線68箇所
2 県93/100　市町7/100

原発避難・救援道路整備事業費 ４００，０００

1 伊方町亀浦工区
2 トンネル工、道路改良工、調査設計
3 25～30年度

原発周辺道路安全対策事業費 １３６，８４２

1　 伊方町、八幡浜市、大洲市、西予市
2 舗装補修、安全施設整備
3 25～29年度

道路防災緊急対策事業費 ３８，５５９

1　 緊急輸送道路等の法面等の危険箇所　7箇所
2 落石防止工、地すべり観測調査など

負 担 区 分

事 業 箇 所

事 業 箇 所

南海トラフ地震等の発生に備え、伊方原子力発電所の避難・救援道路を複数確保するため、県道鳥井喜木
津線の道路整備を行う。

事 業 区 間

対 象 工 種

対 象 区 間

事 業 期 間
事 業 内 容

8年度及び20年度の道路総合防災点検並びに11年度以降に実施したトンネル点検の結果、対策が必要とさ
れた道路危険箇所の解消を図る。

整 備 主 体

受 託 業 務

事 業 箇 所

事 業 箇 所

補 助 率

事 業 期 間

南海トラフ地震等の大規模災害に備え、緊急輸送道路や避難・救援道路など県管理道路等の改築を行う。

愛媛マルゴト自転車道コースのうち、特に自転車と自動車の円滑な通行に支障がある箇所の道路改築を実施
し、サイクリングコースとしての品質、魅力、知名度の向上を図る。

伊方原子力発電所周辺地域において、事故や災害発生時の円滑な避難・救援活動を可能とするため、県道
の路面損傷の著しい箇所の舗装補修や区画線等の安全施設の設置、補修を行う。

事 業 内 容

事 業 地 域

対 象 市 町



道路防災・減災対策事業費 　８８０，０００

・原発避難道路 （一）野佐来八幡浜線（八幡浜市）など39箇所
・津波避難・救援道路 （主）大島環状線（今治市）など15箇所
・地震等関連道路 （国）194号（西条市）など90箇所

民活河床掘削推進事業費　 ２０，０００

1　

2 （二）国領川（新居浜市）、（二）加茂川（西条市）
（二）中山川（西条市）、（二）関川（四国中央市）

河川地震防災強化対策事業費 ５２９，０００

（二）頓田川（今治市）など72箇所

河川堤防強化緊急対策事業費 ３４３，０００

（一）石手川（松山市）など10河川

海岸施設防災・減災対策事業費 ２９７，０００

吉海港海岸（今治市）など30箇所

　 がけ崩れ防災対策事業補助金 １４７，７００
1 12市町
2 釜の倉地区（八幡浜市）など23箇所
3 県3/5

集落・避難路保全斜面地震対策事業補助金 ２２５，５００

1 8市町
2 佛谷地区（内子町）など33箇所
3 県3/5

砂防施設防災・減災対策事業費 ５９６，５００

（砂）出石川（八幡浜市）など84箇所

事 業 箇 所

伊方原子力発電所から半径30km圏域内や津波浸水想定区域内の道路、緊急輸送道路や孤立集落が発生
する恐れのある道路等を対象に、法面・橋りょう等の「防災対策」、路面や付属施設の補強等、円滑な避難誘
導支援のための「減災対策」を実施する。

事 業 主 体

事 業 箇 所

地震等に備えるとともに、緊急的に対策が必要な砂防施設において、護岸工、ストンガード更新等による機能
改善を図るなど、砂防施設の整備を重点的に推進する。

対 象 箇 所

対 象 箇 所

地震等による斜面崩壊により、集落及び避難路が被災する恐れのある箇所について、市町が実施するがけ崩
れ防災対策事業に対し補助する。

事 業 箇 所

事 業 箇 所

事 業 手 法

河川に土砂が堆積し、治水上支障のある箇所のうち、盛土材等として有効利用が見込まれる箇所について、
土砂の採取を希望する企業等を支援することにより、民間活力を導入した効率的な河床掘削を推進し、治水
効果の早期向上を図る。

津波及び高潮・波浪等の浸水被害から沿岸域の人命や財産を守るため、堤防・護岸や水門・陸閘等の海岸
保全施設の改良、補強を行う。

補 助 率

平成27年9月に発生した鬼怒川流域等における河川堤防の決壊や越水による大規模水害を踏まえ、背後に
市街地や公共施設など重要施設がある堤防区間の重要水防箇所で、大規模な被害が発生する可能性のあ
る河川のうち、緊急性の高い箇所における堤防補強等の整備を行う。

土砂の堆積状況を把握するための測量調査や、雑草やゴミを含む表土の撤去等を県が実
施して、民間企業等を支援する。

補 助 率

事 業 主 体

大地震発生により護岸等の河川構造物が損壊し、その後の出水による二次被害を防止するため、堤防区間
以外の重要水防箇所や緊急輸送路等に隣接する箇所のうち、治水安全上必要性･緊急性の高い箇所の護岸
等の改修や樋門等の改良を行う。

事 業 箇 所

事 業 箇 所



公共継足事業費 ６３５，２９２
1 東予港、松山港
2 県1/2・2/3　市町1/2・1/3

港湾事業補助金 ２８９，３３１
1 市町が実施する国庫補助の港湾事業
2 八幡浜港（八幡浜市）など13箇所
3 国費控除後の1/3以内

港湾施設防災・減災対策事業費 ２４５，０００

1 宇和島港（宇和島市）など21箇所
2 県2/3　市町1/3

◎ とべ動物園展示動物等購入費 ３８，０００
動物を購入するとともに、医療機器の整備による受入体制の充実を図る。

市場の動向を踏まえながら、とべ動物園の独自性を活かした動物を購入
内視鏡、クリーンベンチなどの医療機器の購入

（とべ動物園魅力向上基金を充当）

県営住宅管理費 ４８５，６６９
県営住宅の維持管理、バリアフリー改修など環境改善整備に要する経費
中予地方局管内の県営住宅の管理については、22年度から指定管理者に委託

特定建築物耐震改修促進事業費 ９４，１７０

1 市町
2

3 耐震改修（設計）　　県1/6　　（国1/2　市町1/6）　
耐震改修（工事）　　県5.75%　（国1/3　市町5.75%）　

直轄道路事業費負担金 ４，２４８，１０４
2.65/10・0.90/3 1/3
0.90/3 1/2
2.65/10・0.90/3 0.95/2
0.90/3

鹿野川ダム改造及び山鳥坂ダム建設費負担金 １，４７３，４５０
1 鹿野川ダム

山鳥坂ダム 工事用道路工事、補償工事(付替県道工事)、水没予定地等の用地補償など
2 国7.35/10　県2.65/10

直轄ダム事業費負担金 １４７，７８４
0.90/3

負 担 率

トンネル洪水吐関連工事、管理設備関連工事、水質総合検討など

交通安全・事故一種
交通安全・事故二種
無電柱化

負 担 率

補 助 率

地震や津波発生時に、避難や救援活動、緊急物資の輸送等に資する港湾施設の機能強化を図るため、防波
堤や護岸の改良等を行う。

事 業 内 容

負 担 区 分

法律で耐震診断が義務付けられた民間建築物のうち、耐震性のない建築物の耐震改修を促進するため、市
町が行う耐震改修補助事業に対して助成する。

地域連携推進改築

耐震診断が義務付けられた不特定多数及び避難弱者が利用する建築物並びに危険物を
貯蔵・処理する施設のうち大規模なもので、耐震性がないもの

事 業 主 体

負 担 率

道 路 更 新 防 災

事 業 箇 所

補 助 対 象

事 業 内 容

事 業 箇 所

交 通 円 滑 化 改 築

負 担 区 分

対 象 箇 所

沿道環境改善改築

補 助 率

補 助 対 象



直轄河川事業費負担金 ５４２，９４０
河川改修 0.90/3
環境整備 1/2

直轄砂防事業費負担金 ７７，９０３
0.90/3

直轄港湾海岸事業費負担金 １，５４３，３９３
0.845/3

土木災害復旧費 ５，７６７，３９４
現年公共災害 （国0.667　県0.333）
過年公共災害 （国0.667　県0.333）
現年単独災害
過年単独災害

港湾災害復旧費 １０６，０００
現年公共災害 （国0.667　県0.333）
現年単独災害

とべ動物園魅力向上基金積立金 ７５０
とべ動物園の魅力向上を図るため設置した基金に運用利息を積み立てる。
1 基金の名称 とべ動物園魅力向上基金
2 基金への積立金 500,000千円（28年度2月補正）
3 基金利子積立金 750千円
4 基金の使途 施設の改修、動物の購入など

地域材利用木造住宅建設促進事業費 １６１，４４６
〔債務負担行為限度額　１５８，６２４〕

1 利子補給対象戸数 350戸
2 利子補給対象限度額及び利子補給率

基本融資額(上限800万円）の残元金に対して
　 地域材利用率50％以上70％未満 1.0％

地域材利用率70％以上90％未満 1.2％
地域材利用率90％以上 1.4％
3世代同居の場合、利子補給率を各0.2％上乗せ（30戸）

えひめ優良木造住宅加算 特別加算額（上限500万円）の残元金に対して　1.5％(70戸)
3 利子補給期間 5年間
4 国1/2　県1/2

負 担 率

負 担 率

地域材を主要部材として50％以上使用し、在来工法等で県内業者が建設する木造住宅を建築又は購入する
者への利子補給を行う。

負 担 区 分

負 担 率



公共土木施設愛護事業費 ６，４０３

1 県が管理する河川・海岸・港湾緑地・道路の一定区間
2 清掃用具の支給、団体名を表示したサインボードの設置など

◎ 防災情報等収集機能強化事業費 ４，０９７

1 ドローンの配備（10基）
2 ドローンパイロットの育成

運用マニュアル策定及び講習会による知識・技能の充実

建設業ＢＣＰ推進事業費 ２，４９６
建設業者が被災しても速やかに事業継続できるよう建設業者のＢＣＰ策定を推進する。
1 えひめ建設業ＢＣＰ等審査会の運営
2 非営利法人を対象に公募

建設産業活性化推進事業費 １７，４３２

・建設産業再生支援インフォメーションセンター（総合相談窓口）の設置及び運営
・建設産業活性化推進専用ホームページの運営及びメールマガジンの配信
・経営課題に対応した専門アドバイザーの派遣
・建設業の現状と施策の効果等に関するアンケート調査　など

建設産業担い手確保・育成推進事業費 ２，９３６

1 担い手確保事業
(1) 中学生等を対象とする建設工事の見学等を県建設産業団体連合会と共同開催
(2) 3回
(3) 県1/2

2 担い手育成事業
(1)

(2)

○ 建築物安全安心普及促進事業費 ３，５８５
生活の基盤である住宅や建築物の安全性を高め、安全で安心な居住環境の促進を図る。

1　木造住宅耐震診断・改修設計・改修工事講習会の開催
2　建設業者向け普及啓発事業
3　地震被災建築物応急危険度判定講習会の開催
4　木造住宅耐震化促進普及啓発事業

指定道路情報整備費 ３１，０４４

1 八幡浜市、砥部町、松前町
2 国1/2　県1/2

しまなみ海道自転車道利用促進事業費 ５，１５２

無料化に伴う減収補填、外国人対象のサイクリング体験ツアー、おもてなしマップの印刷等

南海トラフ地震等の大規模災害に備え、被災後の迅速・正確な調査、平常時の点検精度向上等に活用する
ため、ドローンを配備し、防災情報等の収集機能の強化・充実を図る。

事 業 内 容

運営委託先

補 助 率

事 業 内 容

しまなみ海道自転車道の通行料金無料化を継続するとともに、外国人を対象としたサイクリング体験ツアー
等、利用促進に向けた事業を実施する。

建設産業の活性化のため、建設産業再生支援アクションプログラムに基づき、建設業者の経営力の改善・強
化を図る。

事 業 内 容

建築基準法により指定されている指定道路に関する図面及び調書を作成・保存し、閲覧に供して情報を共有
することにより、建築指導行政の円滑化を図る。

負 担 区 分

土木施工管理技術検定試験受験準備講習会に係る受講経費の負担軽減を図るた
め、県が雇用主等と共同で補助
県1/4

事 業 内 容
開 催 回 数

建設産業における担い手の確保・育成のため、建設産業再生支援アクションプログラムに基づき、建設産業
への入職意欲の喚起や若手技術者の資格取得の支援を行う。

県管理公共土木施設の一定区間について、ボランティアを募集・認定し､県民と行政が協働して、快適で美し
い環境を創出する。

事 業 内 容

事 業 内 容
対 象 施 設

事 業 内 容

負 担 区 分
整 備 区 域



都市計画策定指導費 ３，４１９

「都市計画公園・緑地見直しガイドライン」（仮称）の策定、都市計画審議会の開催など

○ 都市景観形成推進費 １，１５１

研修会、景観シンポジウムの開催、景観形成アドバイザーの派遣など

被災宅地危険度判定活動普及促進事業費 １，０４１

被災宅地危険度判定士養成講習会の開催、被災宅地危険度判定実地訓練の実施など

南レク地域活性化推進費 ５８１

1 ホッと南レク活性化全体協議会（事務局：愛南町）
2 県、宇和島市、愛南町、南レク㈱
3 全体協議会の運営、地域構想及び公園の基本計画策定など
4 県1/2　地元1/2

◎ とべ動物園魅力向上戦略検討事業費 ６，０２０

1 総合プロデューサーの設置
(1)内容

2 とべ動物園魅力向上戦略検討委員会（仮称）の開催
(1)構成 12名（学識経験者、動物愛好者、民間事業者など）
(2)回数 年3回

◎ とべ動物園国体記念PR事業費 １７，６５６
えひめ国体・障害者スポーツ大会に合わせて、イベントやＰＲを実施し、一層の知名度向上や誘客促進を図る。

総合運動公園のおもてなし広場でのキャラバン隊によるＰＲ活動
おもてなし広場でのしろくまピースの人工哺育やアフリカゾウの家族展示のビデオ上映
ガイドツアーの実施（おもてなし広場から動物園へＺＯＯバスによる無料送迎を実施）

暮らしと住まいフェア開催事業費 １，８００
1 県住宅建設振興協議会
2 29年10月（2日間）
3 住宅相談及び苦情相談コーナー、住宅関係セミナー、展示コーナー
4 国1/3　県1/3　（事業主体1/3）

○ 木造住宅耐震化促進事業費 １３５，０００
木造住宅の耐震化を促進するため、市町が行う民間木造住宅の耐震改修補助事業に対して助成する。
1 次の要件を満たすもの

（1）昭和56年5月以前に建築され又は着工した一戸建ての木造住宅
（2）耐震診断の結果、倒壊の危険性があると診断されたもの
（3）耐震改修の結果、地震に対して安全な構造となるもの

2 市町負担額の1/2(上限225千円/戸)
3 600戸

事 業 内 容

被災宅地危険度判定に携わる判定士を養成するための講習会等を行い、被災宅地危険度判定活動の普及
促進を図る。

南レク地域の活性化を図るため、地元を主体とした連携体制を構築し、南レク公園の基本構想等を策定すると
ともに、周辺の観光資源と連携した事業展開を図る。

事 業 内 容

事 業 主 体

事 業 内 容

景観行政団体となった市町が景観計画を策定するための支援を行い、良好な都市景観形成を積極的に推進
する。

都市計画法に基づく区域区分、地域地区及び都市施設等について計画策定や市町への助言等を行い、都
市の機能性・安全性・利便性及び快適性の増進を図る。

構 成

補 助 対 象

負 担 区 分

事 業 内 容

開 催 時 期
開 催 内 容

補 助 率
対 象 戸 数

動物個体数の減少や高齢化、施設の老朽化等を踏まえ、将来を見据えたとべ動物園の魅力向上方策を戦略
的に検討する。

負 担 区 分

事 業 主 体

事 業 内 容

総合的かつ戦略的な魅力向上方策の策定
集客方策、整備方針などへのアドバイス



○ 木造住宅耐震診断緊急促進事業費 １６，７２０

1

2 市町負担額の1/2(上限12千円/戸)
3 1,500戸

○ 特定老朽危険空家等除却促進事業費 ３８，６００

1 市町
2 市町が国の空き家再生等推進事業を活用し、次の要件を満たす特定老朽危険空家等

（1）不良度判定の結果、評定が100以上であるもの
（2）緊急輸送道路や避難路等の沿道に位置するもの
（3）倒壊すれば、敷地と（2）の道との境界線を越え、避難等に支障をきたす恐れのあるもの

3 次に掲げる費用の内いずれか少ない額
（1）除却に要する費用の1/5
（2）補助対象額の1/4（市町が所有者等に補助する場合）
（3）40万円/戸

用地取得事業費　（特別会計） ４，６７６，３３２
国道56号松山外環状道路空港線及び国道196号今治道路の用地先行取得など

対 象 戸 数

補 助 対 象

補 助 率

木造住宅の耐震化を促進するため、市町が行う民間木造住宅の耐震診断技術者派遣事業に対して助成する。

補 助 率

事 業 主 体
補 助 対 象

地震時等に倒壊して避難や救助等に支障をきたす恐れのある老朽化が進行した危険な空家を除却するた
め、市町が行う除却に係る補助事業に対して助成する。

昭和56年5月以前に建築され又は着工した一戸建ての木造住宅の耐震診断を派遣制
度で実施する市町


